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「九州体育・スポーツ学研究」投稿規程

１．本誌への投稿は，共同研究者も含め原則として九州体育・スポーツ学会会員で，年度会費納入者に限る．但し，編集委

員会が必要と認めた場合には，会員以外にも寄稿を依頼することがある．

２．投稿論文の種類は，総説，原著論文，実践研究，研究資料，短報，研究上の問題提起のいずれかとし，他に投稿中でな

いものに限る．

３．投稿論文の掲載可否および掲載時期については，編集委員会において決定する．

４．本誌に掲載された論文の著作権は，九州体育・スポーツ学会に属する．

５．ヒトを対象とする研究は，ヘルシンキ宣言の精神に沿ったものでなくてはならない．

  （「http://www.med.or.jp/wma/helsinki.html」参照）

６．原稿の作成は下記の要領による．

 １ ）原稿の表紙には，（1）題目，（2）その論文の内容が主として関係する研究領域，（3）総説，原著論文，実践研究，研

究資料，短報，研究上の問題提起の別を明記する．

 ２ ）和文原稿と英文原稿のいずれも，ワードプロセッサーで作成し，A４版縦型横書き，40字30行とする．フォントの大

きさは10.5ポイントとし，英文および数値の表記には半角を使用する．なお，計量単位は，原則として国際単位系（SI

単位系）とする．

 ３ ）和文原稿には，別紙として，英文による題目と抄録（300語以内），５語以内のキーワードを添える．さらに，抄録の

和文訳と和文キーワードを添付する．

 ４ ）英文原稿には，別紙として，和文による題名と抄録（600字以内）を添付する．

 ５ ）本文，注記，文献，図表の規定ページ数は，原則として，総説30頁以内，原著論文，実践研究，研究資料25頁以内，

短報，研究上の問題提起7.5頁以内とする．題目，著者名，所属機関，キーワード，英文抄録及びその和訳については，

上記のページ数の上限に含めない．規定ページ数を超過した場合や特殊文字の印刷を必要とする場合は，その実費を投

稿者が負担する．

 ６ ）図や表には，通し番号とタイトルをつけ，本文とは別に番号順に一括する．図表の挿入箇所は，本文原稿の行間に，

それぞれの番号を朱書きして指示する．挿図は，図中の文字や数字が直接印刷できるように，原則として白黒で鮮明に

作成する写真は原則として白黒の鮮明な画面のものとする．なお，カラー図表や写真などで特別な費用を要した場合に

は，その実費を投稿者が負担する．

 ７ ）文中での文献の記載は，原則として著者・出版年方式（author-date method）とする．また，引用文献は，本文の最後

に著者名の ABC順に一括し，定期刊行物の場合の書誌データの表記は，著者名（発行年）論文名，誌名巻（号）：ペー

ジの順とする．詳細は，（社）日本体育学会「体育学研究」の「投稿の手引き」に準ずる．

  （（社）日本体育学会ホームページ「http://taiiku-gakkai.or.jp」を参照）．

 ８ ）提出する原稿は PDFファイルにし，図表および写真（以下，図表等）は，原稿の最後にまとめて挿入するか，別途，
PDFファイルにする．なお，図表等が多い場合には，複数のファイルに分けて投稿してもよい．

 ９）提出する原稿は，公正な審査を期すため，謝辞および付記等は原稿受理後に書き加えることとする．

７．掲載論文の別刷りは，所定の部数を寄贈するが，それ以上の部数を希望する者は，著者校正の際，その必要部数をゲラ

刷りの表題のページに明記する．この場合の実費は全額投稿者負担とする．

８．原稿と図表等のファイルは，九州体育・スポーツ学会事務局に Eメールで送付する．なお，Eメールには，氏名，所属

機関，連絡先を明記する．

   〒889-2192　宮崎県宮崎市学園木花台西1-1　宮崎大学教育学部内

         九州体育・スポーツ学会事務局　担当　日高正博

   Eメールアドレス : kyutai.office@gmail.com

付　則

 本規程は、2008年８月31日より施行する。

 （2018年９月15日一部改正）

編　集　後　記

九州体育・スポーツ学研究第33巻第1号をお届けします．会員の皆様におかれましては本誌に積極的に論文投
稿をいただきましたこと，厚く御礼申し上げます．今後も，皆様のご研究の成果を本誌より広く発信いただけま
すよう，よろしくお願い致します．
さて，本号に新しい投稿規程を掲載させていただきました．前編集委員会より継続審議しておりました投稿規
程について，見直しを進めて参りました．本学会の会員より，「人文・社会学系の論文について，現行の文字数で
は一定の質的レベルで完結させるのが困難なため，体育学研究と同様に原稿文字数の上限の緩和をお願いした
い」との要望を受け，編集委員会および総務委員会で検討した結果，体育学研究の投稿規程，投稿の手引き，お
よび論文掲載費の算出方法を参考に文字数を変更いたしました．詳細は表紙の裏に掲載しております投稿規程を
ご確認いただければ幸いです．
最後に，教育・研究そして大学運営などお忙しいところ，査読をご担当いただいた先生方には，迅速な対応を
いただきました．ここに，深く感謝申し上げます．
 （Y.H.）

編 集 委 員 会
　　　  檜　垣　靖　樹（委員長）　 伊　藤　友　記　　　 山　口　幸　生　　　 田　中　　　守
　　　  中　島　憲　子

Editorial Board
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小学校１年生のゲームに関する一考察

久　保　明　広（鳥栖市立弥生が丘小学校）
松　本　大　輔（西九州大学）

A Study of the “Game” of the Elementary School First Grade

― Improvement of the skill through the participation in game base on 
Dan-Dan-Game practice ―

Akihiro Kubo1) and Daisuke Matsumoto2)

Abstract

The problem of the lower grade ball game lesson was to become a binary opposition of Teaching skills or Noninterference 

by the fun of emphasis.  In recent research, learning has attracted attention as a concept of participation.  In this learning, the 

participant aimed at the creation of the skills and knowledge through participation and an experience.

The purpose of this study was to consider the Game of the Elementary School First Grade from changes in children’s learn-

ing focusing on participation.  This study used a qualitative study as approach from the inside of classes.  This study’s central 

method was Episode recording method.  The object were first grader students and teaching materials was the Dan-Dan-Game in 

this study.

As the result of this study, it was explained that learning of skill and learning of making game were interacting each other 

when student’s learnings were changed and deepened.  In other words, from the results of the analysis, it was possible to clarify 

the learning contents of the game which enhances skills while deepening the fun of game  of competition by trial and error.

Thus it was necessary to lead student to meaningful learning to consider the relationship between skill and game through 

participation.

Key words: Ball Game of the Elementary School First Grades, Participation, Episode recording method

１　研究の目的

低学年のボールゲームでの学習は，技能の個人差や技
能の未熟さといった子どもの実態とそれ以降の学年との
系統性という言葉を基に，均一の動きの学習を目的とす
る授業が行われていることが多いのではないだろうか．
例えば低学年のボールゲームである「的当て」において

は，子どもの投げる動きの未熟さという実態を基に「遊
びの要素を取り入れた活動の中で，多様な投げ方の発生
や投げることの正確さを高めることが重要である」（三
輪，2013）といった指摘である．この指摘からは本来
「的当て」という運動が持っている個人対個人，または
チーム対チームでどちらがより高得点を取れたか，とい
う競争が面白いゲームであるというゲームの意味を考え

１） Yayoigaoka elementary school, 4-329 Yayoigaoka, Tosu-shi
２） Nisikyushu University, 3-18-5 Kmizono, Saga-shi 

―ダンダンゲームの実践を用いたゲームへの「参加」と技能の向上の視点から―
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ず，投げ方を身に付けさせる授業になってしまっている
ということである．つまり，低学年のボールゲームでは
ゲームそのものの学習ではなく，動き（技能）や作戦の
要素を取り入れたゲームを通して動き（技能）の学習に
なっていることが多いということである．
こうした考えは，脱文脈的な行動としての知識や技術
を身に付けることが学習であり，低学年の段階ではまず
もって動き（技能）の基礎をゲームを通して楽しく学習
することが大切である，という伝統的な学習観によるも
のであるといえる．一方で，低学年のゲームでは，ボー
ルを使って競争させておけば楽しんで活動している，と
いういわば指導を放棄した（鈴木，2016，p.86）放任の
ような授業も見られる．つまり低学年のボールゲームの
授業では教え込みか，子どもの過度の楽しさを強調する
あまりの放任か，といった二項対立に他の学年よりも陥
りやすいという問題があると考えられる．
ところで近年，教育界においては，佐伯（1995，p.30）

が「獲得」という概念において捉えられてきた学習を
「参加」という概念で捉えなおしている．この「参加」に
よる学習について広石（2005）は「学習が共同体におけ
る実践の具体的な『状況』への『参加』において生起し
ていること，学習の進展とアイデンティティ形成が両輪
のように統一的過程においてなされること，個人が共同
体への周辺から中央へ参加していく認知的発達化に関わ
る実践は，共同体が組織全体の構造を保ちつつ，その自
己更新・再生産を行うことと連関していること」とまと
めている．またこうした学習の背景には，「『教師中心か
ら生徒中心へ』『教えから学びへ』『伝達から対話へ』と
いった教育的スローガンを二極的な振り子運動に矮小化
させる議論に還元できない教育の見立て直し（広石，
2005）」があるとされる．つまり，こうした「参加」とい
う学習の捉え方からは，教師の教え込みか，子どもの楽
しさか，といった二項対立の授業を改めて問い直す契機
を含んでいると考えられる．さらにこうした「参加」の
概念は，主体的・対話的な学びとして学習者の論理から
授業を捉えなおすアクティブ・ラーニングの考え方とも
一致するといえる．
ところでこれまでの体育授業における授業研究の検討
においてはその多くが，授業の前後における意欲等の測
定尺度の高まりや，技能，記録の高まりといった，行動
の結果を測定しその結果より授業の工夫や指導法の有効
性を認める研究が多い．しかしそうした授業研究の検討
で確認できる変化について，柴田（2007）は「変化した
痕跡を確認しているにすぎず，まさに子どもが《変化し
ている》様子を捉えたことにならない」と指摘する．そ
して柴田（2007）は教育学研究における授業分析の意義

において，「授業分析は，現実的で具体的な教育実践の事
実を出発点とし，現場における教育学の理論構築を指向
する研究の実践である」としている．このような教育学
研究における授業分析のあり方として，授業を客観的に
対象化し，事実に先立つ仮説や理論によって，子どもの
学びを取捨選択するのではなく，そこに生きる子どもの
学びそのものを，そのものとして捉えることが重要であ
る．そしてその理解を通してこそ「具体的な個別で一回
性の授業の世界を，子どもがどのように生きているかを
捉える」（柴田，2007）こととして，子どもの変化そのも
のを捉えることが可能になるといえよう．
さらに土場（2006）は「行為の意味（価値）は，その
行為を意味づける解釈的文脈から離れて理解することは
できない」，「行為者の視点からそれらをどのような文脈
のもとで意味づけているのかを研究者が解釈することに
よってのみ捉えることができる」と述べ，状況と文脈を
共にした内からの理解による授業分析の重要性を述べて
いる．
以上を踏まえ，本研究では，授業の内からのアプロー
チによる授業分析を用いて，教師か子どもかといった二
項対立的な軸を超えた，共同体的実践としてのゲームへ
の「参加」を通して，ゲームの変化とそこに「参加」し
ている学習者の変化（特に技能の変化）がどのように起
きているかを分析し，明らかにすることで小学校１年生
のゲームに関する学習内容についての考察を行うことと
した．

２　研究の方法

（1）	エピソード記述
これまで述べてきた授業における状況と文脈を踏ま
え，子どもの学びの意味を共有し理解することで授業を
検討していくという授業の内からのアプローチという視
点における研究の方法としてエピソード記述が考えられ
る．
エピソード記述とは，その事象における観察者の「問
題意識や基本的な問いとの関連で，その描き出された生
の断面の『意味』を掘り起こしてこそ，真のエピソード
記述」（鯨岡，2005， p.13）とされているものである．ま
た，エピソード記述によって描き出されるものとは，
「『間主観的に把握されるもの』こそ，エピソード記述の
中心，要になるもの」（鯨岡，2005，p16）と述べられて
いる．つまり，エピソード記述とは，単に事象をそのま
ま表すのではなく，その事象と，観察者である「私」の
問題意識の関連の中で捉えることができた生の断面の意
味を描き出すことであるといえる．これはある出来事を
観察し時系列的に記録した記述を観察者の問題意識との
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関連で検討を行う，といった観点ではなく，エピソード
を記述するということが観察者の問題意識との関連に
よってのみ描き出される検討を含んだ記述であるという
ことである．
このようなエピソード記述の方法を，鯨岡（2005，

p.130）は，（1）背景の提示，（2）エピソードの本体の提
示，（3）メタ観察（考察）という３段構成から説明して
いる．
このような関与観察によるエピソード記述を用いて授
業実践の検討を行うこととした．

（2）	調査対象及び調査内容
A県 B大学附属小学校１年生35名に対して平成27年１
月から２月の間に行われたゲーム領域の授業全６時間を
対象として，その授業で実際に起きた出来事をエピソー
ドとして描き出し，その事象に関わる子どもの技能の変
化について考察，分析を行った．

（3）	分析方法
エピソード記述については鯨岡（2005，p.130）の手順
を参考に，まずどんな問題意識をもってその場にいたの
か，またはそこがどのような場であったかという（1）背
景の提示．その授業で実際に起きた事象を，その状況と
文脈にいる「私」と相手の関与の中で，エピソードとし
て描き出す（2）エピソードの本体の提示．そのエピソー
ドの意味を再度検討する（3）メタ観察（考察）の手順で
行った．
関与観察によるエピソード記述法における内的妥当性
を保障するために，方法のトライアンギュレーションと
調査者のトライアンギュレーション１）を用いることと
した．具体的には授業の観察者である協働研究者による 

Scriven（1973）が提唱した「Goal-free evaluation」の視
点を用いた参与観察によるフィールドノート及び子ども
の学習カードの記述及び授業の映像の分析から授業につ
いて分析し記述した（方法のトライアンギュレーショ
ン）．その後，授業の概要と関与観察によるエピソード記
述におけるメタ観察の妥当性の検討を２名で行った（調
査者のトライアンギュレーション）．

（4）		小学校低学年のボールゲームとしてのダンダン
ゲームの授業の概要 

ダンダンゲームとは中央に置いた４個の段ボール（約
40cm×50cm×30cm）に３m離れた位置からボール（お手
玉）を当て，段ボールを相手側のコートに動かし合う事
で勝敗を競うゲームである（写真１）．このゲームの面白
さは段ボールを少しでも相手側に動かすことができるか

どうか競争することである．よって子どもの立場から
は，段ボールを相手側に動かせるかどうかを競い合うこ

とに「参加」することが学習と捉えられる．
ルールとしては「５人対５人で競い合い，ボール（お
手玉）は一人一個．投げた後は自分で拾いに行く．２分
30秒終了後に中央の線より相手側のコートに段ボールが
あれば１点となる」である．なお７チームを設定し３
コートで試合を行い１チームは審判及び見学とした。
学習のねらいを「少しでも相手コートに動かすために
はどうすれ良いか夢中になりながら，自分なりの投げ方
を工夫したり，仲間と協力したりしながら競争を楽しむ
こと」とし，６時間で授業を構想した．ゲーム理解の未
熟な１年生に対して，まず初めに「勝つために少しでも
段ボールを相手コートに動かすためにはどうしたらいい
か」という問いを教師と子どもが共有した．この問いこ
そが単元を貫く課題であり，ゲームへ「参加」するため
の共通の課題であると捉えられる．
この課題に対する認識（ゲームに対する理解）の深ま
りの過程として，学習過程をねらい１「今持っている課
題の中でゲームを楽しむ」，ねらい２「より目的意識を
もった課題に対して工夫してゲームを楽しむ」と構成し
た（表１）．ゲームに勝つためにはどうすれば良いか，と
いう単純な課題から，チームが勝つためには何をすれば
よいか，というより目的意識をもった課題の中で自らが
試行錯誤しながら創意工夫を重ねてゲームを行う子ども
の変化を想定した学習過程であるといえる．各１時間の

写真１　ゲームの様子

表１　ダンダンゲームの学習過程（全６時間単元）
1 2 3 4 5 6

オリエン
テーション
試しのゲー
ム

ねらい１
　今持っている課
題の中で，ゲーム
を楽しむ

ねらい２
　より目的意識を持った課題
の中でゲームを楽しむ
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流れは表２の通りである．

３　結果と考察

（1）	参与観察によるフィールドノートと学習カード
の記述分析による授業の分析
本研究の授業実践の分析，検討としてのエピソード記
述において，そのエピソードが授業の全体の中でどのよ
うに位置付くかを明らかにするために，全６時間の授業
の実際について参与観察によるフィールドノートと学習
カードのめあての記述の変化の分析を基に以下に記述す
る．
①１，２，３時間目の様子
　～ルールやゲームに慣れる時間～
１時間目は準備の仕方，ルールの説明を行い，試しの
ゲームをした．「勝つためにはどうしたらいいか」を考え
ていくことを問いかけ，競争することを楽しもうと教師
が伝えた．
２時間目からめあてを持たせた．めあては，まずチー
ムのめあてを書かせ，それに対して個人のめあてを書か
せるようにしていた．個人としての勝ち負けではなく，
チームとしての勝ち負けがあり，そのために自分はどう
すべきか，どう貢献できるかがゲームの特性であると教
師が捉えたからであろう．７チーム中３チームが「チー
ムの協力」をめあてとし，残り４チームが「真ん中をね
らう」や「力強く投げる」などの技能的なめあてとして
いた．
様相としては，ゲームに熱中する姿が見られた．しか
し，熱中し過ぎて決められた線を越えて投げる，ボール
を取りに行く時に段ボールを有利になるよう動かすなど
のルール違反が多く見られ，不満も多かった．１年生で
は容易に想像できる状況であった．そこで，教師からの
一方的なルール設定ではなく，子どもの意見，特に楽し
むことができなかった子どもの意見を基にあいまいな
ルールを整理したり，設定したりしていた．
ゲームでは自分なりの投げ方（下から転がして投げ
る，倒れこみながら投げる）で段ボールに当てようとす
る姿に対して，「おっ当たった！」と教師はまずは当てた
ことを認める声かけをしていた．
③４，５，６時間目の様子
　～より勝つことを目的とした時間～
これまでの時間でゲームやルールに十分慣れてきたと
教師は判断し，４時間目からはねらい２「より目的意識

を持った課題の中でゲームを楽しむ」段階とした．そこ
で導入場面で，ボールを転がして常に段ボールに当てて
はいるものの，動かすことができていない子どもと，一
方で力強く投げ当てている映像を紹介し全体で共有し
た．子どもたちは「全然動いていない」，「（相手が力強く
当てたことで）一気に動かされている」とつぶやいたた
め，教師から「段ボールに当てることがねらいではなく，
勝つために段ボールを動かすんだよね，さあどうしたら
いい！？」と投げかけた．すると子どもたちはチームの
めあてに「力強く投げる」ことを挙げ，個人でも「力強
く」という言葉を多く使ってめあてを立てていた．
ゲームでは今まで以上に足を踏み込んだり，手を振り
切ったりして力強く投げようとしている姿があった．ま
た下から投げて確実に当てながら段ボールを動かそうと
している姿もあった．しかし「力強く」ということで，
友だちに教えられた上手な投げ方をしようとしたが，逆
に投げにくそうにしている子がいた．手足のバランスが
取れずに，段ボールに当てることすらできずに戸惑って
いた．こうした子どもに対して教師は「まずは当たらな
きゃ，段ボールは動かないよね．さあどうする！？」と
声をかけた．このことで，自分なりの投げ方で段ボール
に当て始めた．本実践では，いわゆるオーバースローを
正しい投げ方としていたわけでないので，子どもは試行
錯誤しながら投げる姿が生まれたと考えられる．
また多くの子どもたちが，勝つために一生懸命に段
ボールを動かそうとしているものの，自分のボールが当
たるか当たらないかがまずあり，その結果チームの勝利
に貢献したという意識を持っている子もいるのではない
かと捉えられた．つまり，チームのめあてと個人のめあ
てがまだつながっていないのではないか，ということで
ある．これは１年生だからこそ当然考えられる思考であ
り，決して授業の仕組みを失敗したものではないと考え
られる．
このことは教師も考えていた様で５時間目は「チーム
のめあて」を「チームの作戦」という言葉に変え子ども
に投げかけた．さらにチームとしての作戦の一つのきっ
かけになるために，またなかなか力強く投げ切れない子
のために，軽い段ボールを加えた．すると，チームのめ
あてには「ねらう段ボールを決める」などが多く見られ
た．これは３時間目の「ねらって投げる」より，対象物
が明確になってきている状況である．また個人のめあて
が「○○をねらう」など自分の役割をはっきり持つよう
になっていた．実際にゲームでは無作為に段ボールに投
げるというより，明らかにねらいとする段ボールに向
かって投げていた．さらに「せーの」というかけ声とと
もに投げて，一つの段ボールを複数人数で同時に投げる

表２　各１時間の流れ（45分）
慣れのゲーム はじめ ダンダンゲーム 終わり
５分程度 準備

カード記入
ゲーム１
２分半／
２分半

ゲーム２
２分半／
２分半

ゲーム３
２分半／
２分半

片付け
ふり返り
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チームも出てきた．軽い段ボールは作戦を生み出しやす
い状況を作り出し，投能力などが低位の子でもゲームに
熱中するための手立てとして有効であったと考えられ
る．子どもたちは勝つためにはどうするかという試行錯
誤の中で，自分の役割を見つけ，チームに貢献し，さら
にチームとしての協力という必要性を生み出したように
見えた．教師は子どもの思いを見極めて，言葉の表現を
変えたり用具を変えたりすることも重要だと考えられ
る．
教師はゲームにおいて「さあ，どの段ボールをねら
う！？」，「残り30秒，どれを動かしたらいい！？」と声
をかけながら，勝利の為に個として貢献できること，
チームとして協力できることを考えるように促してい
た．しかし，２分30秒というゲーム時間において，いま・
ここで個として，チームとしてねらうべき段ボールを瞬
時に判断することは１年生にとってはかなり難しいもの
ではあった．具体的に言うと，残り10秒で，中央の線よ
り自分の陣地にある段ボールを当て続けて相手陣地に送
り出して失点を防ぐか，その段ボールは１失点とあきら
め，中央の線付近にある２つの段ボールを相手陣地に送
りだし２得点とするかというような状況判断を迫ってい
るのである．しかも個人ではなくチームとしての状況判
断を問いかけているのである．「残り30秒，どれを動かし
たらいい！？」とは，１年生にとってはかなり難題をつ
きつけているようにも感じられた．
６時間目は前時の様子をふまえ，残り30秒でゲームを
ストップし，その状況でチームとしてどうするかを１分
考える時間を設けた．すると，チームとして状況を整理
し，ねらう段ボールを決めたり，「せーの」と声をかけ
合って投げたりする作戦が見られるようになった．子ど
もはこれまで以上，懸命にゲームに向き合い，勝ち負け
を競い合うことを楽しんでいた．

（2）エピソード記述による授業分析
「エピソード『問いと技能とゲームの構成に関する
エピソード』」

	（１）	背景
授業対象者である B小学校の１年生（35名）にとって
私は担任である．９月に「投げる」を楽しむことを目的
に授業を行っている．そこで子どもは上や下，近くや遠
くに向かって，上から横から下からと様々な投げ方で，
ボールやペットボトルなど様々な物を「投げる」ことを
存分に楽しんでいる．投げることを楽しみながら，高い
フェンスに近い場所からボールを投げて越すためには下
から投げると良い，遠くにペットボトルを投げるために
は上から投げると良いなどの気づきを私に伝えることが

できていた．
１年生の後半にあたる１月，まだ経験のない「ゲーム」
を仕組む中で，「投げる」を手段とし勝つか負けるかを楽
しむことを目的としたゲームを設定した．勝つか負ける
かを楽しむことを目的とする中で，未経験である「ゲー
ム」を子どもがどう理解していくか，「投げる」技能と
ゲームがどう関係していくかという問題意識を持って，
授業を行った．

	（２）	エピソード本体
私はゲームの紹介ととともに，「勝つためにはどうし
たらいいか」という問いを，子どもにテーマとして提示
した．子どもはこの問いを意識するというよりも，目の
前にある段ボールという目標物に当てたい，と必死に
なってゲームに取り組んでいた．ボールが段ボールに当
たれば喜び，当たらなければ悔しがる，そして投げた
ボールを走って取りに行き，また投げるという単純な作
業を無我夢中に取り組んでいた．私は段ボールに当てる
ことができている場合は「当たったね」，当たらなければ
「当たらなかったね」と言葉をかけていった．ゲームが進
むと，決められた線をはみ出しながら投げている姿も多
く見られたので，「ルールを守るんだぞ」という言葉もか
けていった．
ゲームが進む中で，「段ボールに当てたい」という思い
から，上からではなく下から投げる姿も見られた．しか
しM児は下から投げて何度も何度も当て，段ボールを僅
かに動かしているものの，相手側の強いボールに一気に
段ボールを押し返されてしまう状況に直面していた．そ
こで，私はこの場面を動画で全体に提示し，子どもとの
やりとりの中で，目的は段ボールに当てることではな
く，勝つために段ボールを動かすことだと確認した．さ
らに，「動かすためにはどうしたら良いか」と問いかけを
した．
その後，投げ方にあきらかに力強さが見られ，投げ方
がしっかりとしてきた．より一層懸命にゲームに向かう
姿が見られた．しかし，うまく段ボールに当てることが
できずに戸惑っている Y児らがいた．そこで私は Y児ら
に「まずは当てなければ，段ボールは動かないよ．さあ
どうする！？」という問いかけをし，ゲーム後には全体
に投げかけた．
その後単元終了まで，子どもは段ボールに向かって目
いっぱい力強く投げて動かしたり，下から投げて何度も
当てて動かしたり，倒れた段ボールに向かっては下から
や横から投げて動かしたり，「せーの」という掛け声とと
もに仲間と一緒に投げて動かしたりした．M児は下から
力強くかつ正確に何度も当てることでチームに貢献し，
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Y児は段ボールの場所や自分の調子に合わせて上や下か
ら投げるようにして貢献していた．そしてM児もY児も
含め全員がゲーム終了の合図とともに，勝ち負けに一喜
一憂する姿を見せた．

	（３）	メタ観察
「段ボールに当てたい」から「段ボールを動かした
い」，さらに「段ボールを動かせば勝つ／動かさなけ
れば負ける」へ．
１年生にとって，目の前にある目標物に当てたいとい
うのは自然発生的な思いである．そこに教師が当たった
ことを称賛していくことで子どもの当てたいという思い
と行為はさらに正当化され，もっと当てたいという思い
を生んだといえよう． その中で，当ててはいるものの段
ボールを動かすことができなかったM児は，当てること
に懸命で，まだ「ゲーム」の意味を深く理解できていな
かった，もしくは動かすための技能を発揮できていな
かったといえよう．このことを私がM児だけの状況と捉
えたのではなく，全体的な状況と判断している．全体の
場で，段ボールに当てることが目的ではなく，勝つため
に動かすことを共通理解したことは，全員がゲームの意
味を理解するという同じ土俵に上げたことにつながった
と推察される．これ以降，子ども全員がゲームの意味を
理解し，自分なりに試行錯誤してゲームに参加していっ
たことから，単元における大きな分岐点といえよう．
「当てるのではなく動かす」，そのために力強く投げよ
うとする姿が生まれたのはごく自然であろう．私自身が
直接投げ方の指導をしたわけではなくても，ゲームの意
味の理解の深まりは，より試合に勝つためにはどうすれ
ばよいのか，という試行錯誤を生み出し，その中で，振
り返りの映像や，周りの友達の動きに触発され投げ方を
力強いものへと変化させていった。つまりゲームの状況
や文脈を理解したことで，投げることの技能が高まった
と推察される．しかしここで投げ方に戸惑う Y児がいた
のも，まさに投げることの技能差からであろう．力強く
投げるために，多くの子どもはオーバースローを選択し
た．オーバースローが自分なりの投げ方としてはまった
子どもと Y児のようにはまらなかった子どもがいた．つ
まりオーバースローの技能差である．ここで私はオー
バースローの投げ方を指導したのではなく，「強く投げ
ても段ボールに当てなければ段ボールは動かない．どう
する！？」と声かけをしている．これはゲームの文脈に
添った問いである．この問いに対して Y児は試行錯誤を
し，自分なりの投げ方，段ボールの場所や自分の調子に
合わせて上からや下から投げることが自分にマッチして
いると判断し，技能差を自らによって越えていったとい

えよう．「動きがあってゲームがあるのではなく，ゲーム
があって動きがある」このことの象徴的な場面だと理解
できる．さらに一つの段ボールを複数人で狙う等の作
戦っぽいものが立ち現われてきたのは驚きでもある．こ
の様にゲームが進む中で様々な投げ方が表れた，または
作戦を考え始めたことは，この授業が投げ方の学習では
なく，ゲームの意味の理解を通したゲームの学習であっ
たからであろう．
さらに勝ち負けに全員が一喜一憂する姿こそ，本単元
が「投げる」ことが目的ではなく「ゲーム」であったこ
とを表し，技能差に関わらず全員がゲームを理解し，自
分なりのかかわりで「参加」し，ゲームに勝つために楽
しんでいた姿であると考えられる．

４　総合的考察

本実践では，子どもが試行錯誤する様子が二つ見られ
た．一つは「投げ方：どうやれば上手く投げられるだろ
う，当てられるだろう」である．そのときに，教師はオー
バースローなどの型を示すことはしなかった．そのこと
で，自分にとって今持っている力で最適だとする投げ方
で，どう投げれば良いかと試行錯誤し，投げ方を高めて
いた．もう一つは「勝つためにはどうしたらいいのか」
である．「段ボールに当てる」→「当てるだけでいいの
か！？」→「段ボールを動かす」→「どうやって動か
す！？」→「力強く当てる」，「何度も当てる」→「どの
段ボールを！？」→…と投げて当てる行為が勝つための
方法であることを自発的に子どもが学んでいった．この
過程は，ダンダンゲームの理解の深さにつながってい
た．つまり，まずは目標物に当てたいという自然発生的
な思いから，動かしたい，あの段ボールを動かせば勝つ
／動かさなければ負ける，というゲームの意味を理解し
ていたのである．それは同時に，投げる技能が意味を
もって高まっていくことにもつながった．
このようにゲームの意味を理解し，その中で競争に勝
つために目の前の課題に対してどのように自分のまたは
チームとして技能を発揮し作戦を考えるかを試行錯誤し
ながら，ゲームとしての競争の面白さに没頭していくこ
とこそ本質的なゲームの学習ではないだろうか．低学年
のゲームの学習内容を系統性という名のもとに，ゲーム
を通した単なる動き（技能）の学習とし，その動き（技
能）が以降の学年の基礎となるという考えでは松田
（2014）が「『動き』（技能）があるから『運動やゲーム』
（本番）があるのではない。『運動やゲーム』（本番）から
『動き』（技能）があるのである」と述べるように本質的
な系統性を持ったゲームの学習内容にはなり得ないと考
えられる．
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本研究では，子どもがその時間その時間の今持ってい
る力で，ダンダンゲームの意味を理解し，ゲームそのも
のを学び，実践していた姿を分析することができた．そ
れは，ダンダンゲームの意味の理解を伴った技能の深ま
り，という相互関係を「参加」を通した学習内容として
分析できたことを意味しているといえよう．
こうした視点からより多くの低学年のボールゲームの
授業実践を重ね，系統性という問題に応えていくこと及
びその中での教師の指導力について明らかにしていくの
が今後の課題である．

〈付記〉
本研究は，2015年７月12日の「第64回九州体育・ス
ポーツ学会学会（西九州大学）」にて発表した内容及び
「松本大輔（2016）橋本美保・田中智志　監修　松田恵
示・鈴木秀人　編著　教科教育シリーズ６体育科教育．
低学年のボールゲーム．一藝社．」において実践報告した
内容に加筆・修正を加えたものである．

注

１）Flick（2002, pp.282-283）によればトライアンギュ
レーションとは，Denzin（1978）によって，「データの
トライアンギュレーション」と「調査者のトライアン
ギュレーション」「理論のトライアンギュレーション」
「方法のトライアンギュレーション」に分類されると
している．本研究では「方法のトライアンギュレー
ション」及び「調査者のトライアンギュレーション」
を用いた．
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9〈原　著〉

男子ラグビーチームの夏期合宿期間における 
チームスタッフの気分・感情の変動

辰　見　康　剛（九州共立大学）

Changes in the mood and emotions among staff of a collegiate male rugby team 
during summer training camps: Comparative study of men,…

 women and grade on the same team

Yasutaka Tatsumi

Abstract

This study aimed to determine changes in mood and emotions among the staff of a collegiate rugby team during a summer 

training camp, and the influence of sex and grade on such changes.

We studied 26 student trainers or managers (male, n = 9; female, n = 17; seniors, n = 14; juniors, n = 12). Mood and emo-

tions were evaluated using the Japanese-version Short-form POMS (Short-form POMS) four times over the 14-day duration of 

the camp. 

Each subscale and total mood disturbance (TMD), were analyzed using two-way repeated measures ANOVA (sex╳period 

and grade×period) with significance and marginal significance set at p < 0.05 and p < 0.10, respectively.

The analyses did not indicate interaction between any of the tested items. The main effects regarding sex were tension-

anxiety, depression-dejection, fatigue, confusion, and TMD (p<0.01 for all), with women scoring higher than men. The main 

effects of grade were fatigue (p <0.05), anger - hostility (p <0.10), confusion (p <0.05).Seniors scored higher than juniors for 

fatigue and anger-hostility, but juniors scored higher for confusion than seniors. The main effect of period was marginally signifi-

cant only for fatigue in both analyses (p < 0.10) and multiple comparison tests indicated that values were higher at the third and 

fourth evaluations than those at the first (p < 0.05 for both).

The role of team staff is important for constructing teams and organizations, but consideration and approaches according to 

sex and grade are required daily, not only during summer training camps.

Key words: Trainer, Manager, Staff, POMS

１．はじめに

近年，スポーツ現場においては選手を取り巻く環境に
変化が生じており，多くのスタッフがチームならびに組
織を支えるというケースが増えている（山口，2017）．例
えば，2015年に行われたラグビーワールドカップの日本

代表においては，最終登録選手31名に対して帯同スタッ
フは18名であった（日本ラグビーフットボール協会，
2015）．また，2018年 FIFAワールドカップへの出場を決
めたサッカー日本代表においても同様に，多くのスタッ
フが役割分担をし，監督を支えていることが記されてい
る（二宮，2017）．このように充実したチームや組織を構

Department of Sports Science, Faculty of Sports Science, Kyusyu Kyoritsu University, 1-8 Jiyugaoka, Yahatanishi-ku, Kitakyushu City, Fukuoka, 
807-8585

―同一チームにおける男女および学年による比較検討―
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築するために選手だけではなく，チームスタッフにおい
ても役割を細分化するケースが散見される．その中で
も，特にトレーナー（以下，TR）やマネージャー（以
下，MG）に対する期待は大きく，チームづくりをする
際の要であるとも述べられている（宇津木，2011）．日本
スポーツ協会（2007a）はアスレティックトレーナーの役
割を「スポーツドクター及びコーチとの緊密な協力のも
とに，スポーツ選手の健康管理，障害予防，スポーツ外
傷の応急処置，アスレティックリハビリテーション及び
体力トレーニング，コンディショニング等にあたるこ
と」としており，一般的な TRにも同様の考え方が浸透
している．また，MGについては「競技クラブやチーム
を世話する人のことを指し，庶務係的な世話人」（今村・
宮畑，1997）とされており，他には「主事，主務，雑用
係等々とも呼ばれ，チームの総務および庶務的役割を担
う」（村木，1995）と記されている．このように TRや
MGには，選手やチームの状況に応じて，多様な業務が
求められることが知られている．
競技スポーツにおける合宿では他者との共同生活や時
間的な束縛など，生活面からも様々なストレスに晒され
ることが示唆されている（時安ら，1995）．加えて，ラグ
ビーのように外傷・障害が多発する競技（Brooks and 

Kemp，2008）においては，夏季強化合宿のように連日に
わたり試合が行われる際に TRが果たす役割や責任はさ
らに大きくなると考えられる．また，MGにおいても合
宿期間中は自チームの運営だけではなく，対戦チームや
宿泊先とのやり取りなどの渉外活動が増えることによ
り，通常よりも業務量が増加すると予測される．近年で
は各スポーツ現場に TRやMGが配置されることは珍し
いことではないが，その一方で選手や監督・コーチは
TRやMGの具体的な業務内容やそれらに伴う心身の負
担について把握していないことが問題視されている
（Eberman & Kahanov, 2013: Mensch et al., 2005）．さらに，
チームスタッフの業務活動量の多さに伴い，長い拘束時
間や不規則なスケジュール，また求められる活動とプラ
イベートとのバランスを取ることの難しさなども問題と
してあげられており，TRやMGは身体だけではなく心
理的にも負担が高まりやすいことが示唆されている
（Mazerolle and Eason, 2016: Stephanie et al., 2008）．しか
し，これらはいずれもインタビュー調査を用いた主観的
評価に対する検証であり，チームスタッフを対象に客観
的な指標を用いた検討が必要であると思われる． 加え
て，緊張，不安，抑うつ，疲労，活気などの要素を含む
とされる気分・感情（横山，2005）を用いて検証するこ
と，さらには回顧的な検討ではなく気分・感情を継時的
に評価することが，より詳細な検証のために有効である

と思われる．
過去に男女の気分・感情に関する報告は多数認められ
ているが，これらの調査方法を概観すると，男性もしく
は女性のみを対象としていることや（河野ら，2013：志
賀ら，2003：市原ら，2002），同一の競技および課題を対
象にしているものの，男女別々で活動を行っている者に
対して検討をしていること（北村・吉本，1997：丸山，
2013，城田ら，1998），もしくは男女で共通の取り組みを
しているが教育場面のように性差が影響を及ぼさない環
境における調査であった（堀本ら，2011：杉浦ら，
2004）．他には小倉・谷口（2013）が母性看護実習におけ
る調査を行っているが，この実習自体が男性は性差によ
る違和感を抱きやすく，女性には受け入れられやすい環
境であったことを示唆している．つまり，過去の報告で
は男性が主となる環境において，男女の気分・感情につ
いて検討をした報告は認められていない．しかし，実際
には男性が主となる環境で活動する女性スタッフは多
い．例えば，第52回全国大学ラグビーフットボール選手
権大会セカンドステージに出場した全16チームには計
221名のチームスタッフ（アドバイザー，監督・コーチ，
ドクターなどを除く）が所属していたが，そのうち100名
（45.2%）は女性であり（ベースボールマガジン社，
2015），１チームあたり６名程度が所属していることと
なる．男子ラグビーチームで女性スタッフが活動をする
うえでは，男性との人数的なバランスや体力面などから
考えても，男性スタッフよりも心身の負担が高まりやす
いことが予測される．したがって，男子ラグビーチーム
のように男性が主となる環境下で活動をするチームス
タッフを対象とし，その気分・感情を性差の観点から検
討することが必要だと思われる．
同様に，年齢や学年と気分・感情の関係性に関する報
告はいくつか認められている．しかし，その対象はアス
リート（西村，1998：時安ら，1995）や教育現場におけ
る学生（堀本ら，2011：岩瀬ら，2016）であり，TRや
MGを対象にしたものは見当たらない．前述の通り，学
生スポーツにおいても多くのチームスタッフが携わって
おり，一般的にその多くは学生である．そのため，同一
チームにおけるスタッフの中には学年の異なる者が存在
することとなる．そして，その差は有する経験や与えら
れる役割および業務に影響を及ぼすことが予想される．
つまり，同一チームに所属していても，学年の違いが実
際の活動期間中における気分・感情に影響を及ぼす可能
性があり，これらを検討することも有益な知見につなが
ると予測される．
以上のことから，本研究ではトレーナーとマネー
ジャーから構成されるチームスタッフを対象に夏季合宿
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期間中における気分・感情の変動を明らかにすることを
目的とした．また，これらに性および学年がどのような
影響を及ぼすかについても検証をした．これらをもとに
チームや組織を運営する際に選手だけではなく，チーム
スタッフの気分・感情に対してどのような配慮が必要な
のか，性別や学年と合宿期間中の継時的な変化も踏まえ
検討をした．本研究から得られる知見は，性差や異なる
学年という観点も含めチームスタッフの気分・感情を考
慮した上でのより良い組織づくりや運営方法，さらには
チームスタッフの育成方法を考える際の一助になると思
われる．

２．方法

２．１．期間と対象者
調査は20XX年８月に14日間にわたり行われた A大学

ラグビー部の夏季合宿期間中に実施した．調査対象者は
同チームに所属する TR11名とMG15名により構成され
る学生スタッフ26名（男性９名，女性17名）であった（表
１）．なお，各学年の人数についてはバラつきがあったた
め，４年生と３年生を合わせた上級生（14名）と，２年
生と１年生を合わせた下級生（12名）に分類をした．合
宿期間中はチーム全体がAグレードとBグレードに分か
れ，それぞれのスケジュールで活動をしていたが，チー
ムスタッフにおいてはグレード分けはなく，ローテー
ションにて各グレードを均等にサポートしていた．表２
に合宿期間中におけるチームスタッフの主な活動内容を
示した．なお，A大学ラグビー部は全国大会の常連校で
あり，年代別の日本代表選手も多数輩出している強豪校

である．
対象者には，調査実施に先立ち口頭と書面にて研究の
目的と方法および個人情報の取り扱いなどについて説明
をした．その後，署名による調査協力の同意を得た上で
調査を実施した．なお，本調査は筆者の所属機関におけ
る研究倫理委員会の承認を得た上で実施をした（承認番
号2017-02）． 

２．２．調査用紙および使用尺度
調査用紙はフェイスシートとアンケート用紙から構成
されていた．フェイスシートには性別，学年，役職（TR

もしくはMG），記入日を記載するよう求めた．
アンケート用紙には気分・感情を評価することを目的
として，日本語版 POMS（Profile of Mood States）短縮版
（以下，POMS短縮版）を用いた．POMSとは人間の情動
を気分や感情，情緒などの側面からアプローチし，性格
傾向ではなく一時的な気分の状態を評価することを目的
にMcNair ら（1971）によって開発された尺度である．ま
た，その作成および信頼性と妥当性の検証は横山（2005）
によってなされており，教育（堀本ら，2011：中村・兒
玉，2013）やスポーツの現場（丸山，2013：辰見ら，
2017），その他様々な場面で広く用いられている（河野
ら，2013：Yatsuzuka, M., et al, 2005）．この尺度は，①緊
張−不安（Tension-Anxiety：以下，T-A），②抑うつ−落
ち込み（Depression-Dejection：以下，D），③怒り−敵意
（Anger-Hostility：以下，A-H），④活気（Vigor：以下，
V），⑤疲労（Fatigue：以下，F），⑥混乱（Confusion：以
下，C）という６つの下位尺度から構成されており，Vの

表１　対象者の内訳（n=２6）

表２　合宿期間におけるチームスタッフの主な活動内容
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みがポジティブな気分を，その他の５つの尺度はネガ
ティブな気分を測定する．各尺度５項目，合計30項目の
質問に対して５件法で回答をする．また，Vを除く５尺
度の合計得点から Vのみを引くことにより，総合的気分
（Total Mood Disturbance：以下，TMD）を測定すること
が可能である．TMDと得点の意味付けについては，未
だ十分な検討はなされていないが，何らかの問題を抱え
た対象者を見出すのに役立つ可能性があるとされている
（横山，2005）．なお，各下位尺度および TMDにおいて
は得点が高いほど，その気分も高まっていることを示し
ている．

２．３．調査手続き
本研究では夏期合宿期間中に POMS短縮版を４回実

施した．１回目は合宿前日の休養日，２，３，４回目は合
宿期間中とした（表３）．なお，４回目の調査は神田・黒
田（1999）に基づき，合宿最終日の達成感や開放感など
の終末効果を除外するために合宿最終日の３日前である
11日目に実施した．いずれの調査も就寝前の時間を利用
し，実施してもらった．また，他者からの影響を受ける
ことのないよう個別で実施をしてもらうように依頼をし
た．調査用紙は合宿終了時にまとめて回収をしたが，そ
の際も個人が特定されないように配慮をした．

２．４．統計処理
各下位尺度および TMDの素点を横山（2005）の年齢

別換算表により T得点に換算をした．続いて，各下位尺

度および TMDの T得点に対して，男女の比較をする際
には〈性別 ×時期〉，上級生と下級生を比較する際には
〈学年 ×時期〉の反復測定二元配置分散分析を行った．
また，いずれの分析においても時期の主効果が認められ
た項目に対しては，Bonferroniの方法を用いて多重比較
検定を行った．統計処理は，Mac統計解析 Ver.2.0（エス
ミ社）を用いて行い，有意水準を p<0.05，有意傾向を
p<0.10とした．

３．結果

３．１．男性と女性における比較
表４に男性と女性における１回目から４回目の POMS

短縮版下位尺度および TMDの T得点を平均±標準偏差
で示した．
反復測定二元配置分散分析の結果，全ての項目におい
て交互作用は認められなかった．T-A得点［F（3, 96）
=0.13, n, s（not significant）.］，D得点［F（3, 96）=0.09, n, 

s.］，A-H得点［F（3, 96）=0.15, n, s.］，V得点［F（3, 96）
=0.08, n, s.］，F得点［F（3, 96）=1.09, n, s.］，C得点［F（3, 
96）=0.19, n, s.］，TMD得点［F（3, 96）=0.11, n, s.］．
性の主効果はT-A得点［F（1, 96）=16.95, p<0.01］，D得
点［F（1, 96）=16.10, p<0.01］，F 得 点［F（1, 96）=10.85, 
p<0.01］，C得点［F（1, 96）=18.73, p<0.01］，TMD得点
［F（1, 96）=16.33, p<0.01］に認められ，いずれも男性より
も女性の得点の方が高かった．一方，A-H得点［F（1, 96）
=0.05, n, s.］と V得点［F（1, 96）=0.13, n, s.］には認めら
れなかった．

表３　合宿期間におけるチームおよび調査スケジュール
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時期の主効果については F 得点［F（3, 96）=2.69, 
p<0.10］に有意傾向が認められたため，多重比較検定を
行なった．その結果，１回目と比較して３回目と４回目
の値が有意に高かった（ともに p<0.05）．その他の T-A

得点［F（3, 96）=0.26, n, s.］，D 得点［F（3, 96）=0.43, n, 

s.］，A-H得点［F（3, 96）=1.22, n, s.］，V得点［F（3, 96）
=0.41, n, s.］，C得点［F（3, 96）=0.51, n, s.］，TMD得点
［F（3, 96）=1.33, n, s.］に主効果は認められなかった．な
お，全ての下位尺度において，横山（2005）により定め
られている「健常範囲」から外れる得点は認められな
かった．

３．２．上級生と下級生における比較
表５に上級生と下級生における１回目から４回目の

POMS短縮版下位尺度および TMDの T得点を平均±標
準偏差で示した．
反復測定二元配置分散分析の結果，全ての項目におい
て交互作用は認められなかった．T-A得点［F（3, 96）
=0.11, n, s.］，D得点［F（3, 96）=0.42, n, s.］，A-H得点［F

（3, 96）=0.07, n, s.］，V得点［F（3, 96）=1.41, n, s.］，F得
点［F（3, 96）=0.28, n, s.］，C得点［F（3, 96）=0.54, n, s.］，

TMD得点［F（3, 96）=0.05, n, s.］．
学年の主効果については F 得点［F（1, 96）=5.77, 

p<0.05］と C得点［F（1, 96）=4.60, p<0.05］に認められ，
F得点では上級生，C得点では下級生が高値を示した．
また，A-H得点［F（1, 96）=3.73, p<0.10］に有意傾向が認
められ，上級生が高値を示した．その他，T-A得点［F

（1, 96）=2.24, n, s.］，D得点［F（1, 96）=2.55, n, s.］，V得
点［F（1, 96）=0.20, n, s.］，TMD得点［F（1, 96）= 0.18, n, 

s.］には認められなかった．
時期の主効果については F 得点［F（3, 96）=2.51, 

p<0.10］に有意傾向が認められたため，多重比較検定を
行なった．その結果，１回目と比較して３回目と４回目
の値が有意に高かった（ともに p<0.05）．その他の T-A

得点［F（3, 96）=0.23, n, s.］，D 得点［F（3, 96）=0.38, n, 

s.］，A-H得点［F（3, 96）=1.27, n, s.］，V得点［F（3, 96）
=0.43, n, s.］，C得点［F（3, 96）=0.46, n, s.］，TMD得点
［F（3, 96）=1.14, n, s.］に主効果は認められなかった．な
お，本分析結果においても全ての下位尺度に「健常範囲」
から外れる得点は認められなかった．
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表４　男性と女性における POMS短縮版下位尺度得点および TMD得点
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４．考察

本研究では POMS短縮版を用い，夏季合宿期間中にお
けるチームスタッフの気分・感情の変動を明らかにし，
これらに性ならびに学年がどのような影響を及ぼすかに
ついても検討をした．その結果，夏季合宿期間中の活動
が影響を及ぼしたのは，性および学年を問わず継時的な
変化における F得点の増加のみであった．また，性にお
いては T-A得点，D得点，F得点，C得点，TMD得点に
有意な主効果が認められ，いずれも女性の得点の方が高
値を示したが，全ての下位尺度および TMD得点に交互
作用は認められなかった． 一方，学年においては F得
点，A-H得点，C得点に主効果が認められ，F得点，A-H

得点は上級生，C得点は下級生が高値を示した．また，
全ての下位尺度および TMD得点に交互作用は認められ
なかった．
過去の男女の心理特性に関する報告によると，女性は
男性と比較をすると感情が変動しやすく（間宮，1979），
情緒不安定で抑うつ傾向にあることが示されている（松
村・小口，1973）．また，日本語版 POMSを用いた研究
においても女性の方が抑うつ傾向を示すとされている

（城田ら，1998）．本研究の結果においても，男性と比較
をすると女性の方が陰性尺度の得点が高値を示す傾向に
あり，先行研究を支持する結果となった．また，男女間
で有意差が認められた陰性尺度５項目のうちの４項目と
TMDにおいては全ての時期において，男性よりも女性
の方が高値を示した．つまり，夏季合宿期間に関わらず，
日常的に男性より女性の方が気分・感情は陰性傾向にあ
ることが示唆された．小倉・谷口（2013）は，一般的に
男性は女性と比べるとストレスへの耐性が高く，またス
トレスを継続させることなく，自己にてコントロールを
することが出来る可能性が高いと述べているが，本研究
においても同様の理由により，日常的に女性の気分・感
情が陰性傾向を示していたものと思われる．また，看護
学生の実習中の気分の変化を検討した三木・前島
（2004）は，実践能力における自信のなさや患者との関わ
りが POMSの陰性尺度得点を増加させる要因であると
示している．本研究の対象者も全て学生であり，同様の
理由により POMSの陰性尺度得点に影響を及ぼした可
能性が考えられる．加えて，全ての男性はラグビー競技
の選手としての経験を有する一方で，女性にはその経験
を有する者はいなかった．つまり，自身の競技経験がラ
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表５　上級生と下級生における POMS短縮版下位尺度得点および TMD得点
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グビーチームで活動をすることへの自信や選手との関係
づくりの障壁となった可能性がある．これらは夏季合宿
期間のみならず日常的なチームスタッフとしての活動に
も影響を及ぼすと予測され，女性チームスタッフの気
分・感情が日常的に陰性傾向にある要因の一つであると
推察される．また，本研究の対象となったチームには120
名以上の男子選手が所属しており，女性は日頃から多く
の異性に囲まれた状況で活動を送っていることとなる
が，この点も本研究の結果に影響を及ぼした要因である
と考えられる．
一方，学年別においては夏季合宿期間に関わらず，日
常的に上級生のF得点とA-H得点が高い傾向にあること
が示唆され，下級生においては C得点が高い傾向にある
と示唆された．渋倉（2001）は対象を高校生としている
ものの，運動部員は学年が上がることでストレス経験が
増えることを示唆しており，本研究においては F得点と
A-H得点で同様の見解を示した．F得点は疲労感および
意欲・活力の低下を意味するとされているが（志賀ら，
2003：横山，2005），本研究の対象となった上級生と下
級生を比較するとチームスタッフとしての実質的な業務
時間や量にほとんど差はない．つまり，上級生の F得点
を高めている要因は業務量ではなく，その内容であると
推察される．一般的に TRは知識や経験を積むことによ
り，実施する業務内容が変化していく（葛原ら，2009：
日本体育協会，2007b）．例えば，上級生になることで，
テーピングやコンディショニング，他にはトレーニング
やリハビリテーションプログラムの作成および指導な
ど，直接的に選手のパフォーマンスに影響を及ぼす可能
性が高い業務を務めることになる．その一方で，下級生
はそれらのアシスタント的な業務が多く，主体的に直接
選手に関わる機会は少ない．MGにおいては，上級生に
なるとチーム内だけではなく渉外的な活動を務めること
も多くなる．特に所属する協会や他チームとのやり取り
からなるスケジューリング，他には経理などチームマネ
ジメントをする上で重要な役割を任せられることが多
い．下級生は，それらをサポートすることを目的とし，
MG間やチーム内における調整などが主な役割となる．
このように上級生は下級生と比較をすると，選手やチー
ムに直接的な影響を及ぼす可能性が高い役割を与えられ
ており，それに伴う責任や重圧は大きくなると思われ
る．その結果，心理的な疲労感を蓄積しやすい状況下に
あると予測され，これらが日常的に上級生の F得点を高
めている要因であると思われる．また，A-H得点は怒
り，敵意，苛立ち，イライラを意味するが（前本ら，
1997：横山，2005），既に述べた通り，上級生は選手や他
の組織など，他者と共同ならびに連携をとって業務を行

うことが多く，それらを遂行する過程で煩わしさや苛立
ちを感じることが多くなる可能性がある．加えて，一般
的に上級生には下級生の育成や指導が求められるが，そ
の過程においては理想的な上級生らしさや指導者らしさ
が求められる（宇留田，1979）．そして，これらは上級生
ならではの役割であり，その難しい立場や苦悩が窺え
る．渋倉（2001），土屋・中込（1998）は運動部員の不適
応やストレスの原因として対人関係をあげているが，本
研究においても選手やチーム外の関係者，同チームス
タッフの下級生などとの対人関係が，日常的に上級生の
A-H得点を高めている要因の一つとして考えられる．
下級生で高値を示したC得点は混乱や当惑を意味する

とされている（前本ら，1997：横山，2005）．過去の報告
によると，新入部員がクラブ活動や学生生活などの新た
な環境に適応するには入部後３～６ヶ月程度かかるとさ
れており，その間に様々な心理的な問題を発症しやすい
と示されている（小野里，2017：土屋・中込，1998）．本
研究における下級生は12名であったが，その内訳は２年
生３名に対して，１年生が９名と１年生が多かった．ま
た，対象期間は８月であり，入部後約４ヶ月が経過した
頃であった．つまり，下級生は１年生の要素が強く，彼
らがまだ新たな環境に適応できずに当惑している可能性
が示唆され，これらが下級生の C得点を高めた要因の一
つであると考えられる．
一方，継時的な変化については性および学年の両比較
において，F得点に主効果が認められ，共に１回目と比
較をすると３回目と４回目が高値を示した．日常と比較
をすると，夏季合宿期間中は特に多くの業務がチームス
タッフには求められる．具体的には，連日のように試合
を行うことにより，TRには選手の健康管理や外傷・障
害への対応，MGには他チームとのやり取りやビデオ撮
影と編集などの負担が増える．また，普段であれば練習
後は帰宅をするが，合宿期間中は夜間も時間があるた
め，TRは選手のコンディショニングやケアに多くの時
間を割くことになる．また，同時刻に複数会場に分かれ
てチームが活動をすることも多く，それに伴う事前事後
のミーティングの量も増える．また，朝昼晩の食事や補
食の準備を行うことも合宿期間中ならではの活動であ
る．他には，単純に練習回数が増えることも合宿期間中
に業務量が増加する一因であると思われる．このよう
に，チームスタッフには朝早くから夜遅くまで多くの業
務が求められており，これらが F得点を増加させた要因
であると思われる．また，POMSを用いて健常な男女
（丸山，2013：小倉・谷口，2013：杉浦ら，2004）や異な
る学年（市原ら，2002：西村，1998：時安ら1995）の気
分・感情を比較した過去の報告によると，同様の課題や
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条件下であれば，F得点の変化も同様の傾向を示すこと
が示唆されており，本研究において F得点に交互作用が
認められなかったことと同様の結果を示している．つま
り，チームスタッフを対象にした場合，合宿期間中にお
いては同様の業務を実施していれば，F得点の変動に性
差ならびに学年の差は影響を及ぼさないと考えられる．
また，神田・黒田（1999）は選手を対象とし，休養を取
ることが疲労感の抑制に貢献することを示唆している
が，本研究では４回目の調査の前日に休養を取り入れて
いたものの，F得点は減少を示さなかった．チーム活動
が休みであっても TRには選手のコンディショニング，
MGにはチームマネジメントなどが求められることか
ら，合宿期間中にチームスタッフが心身ともに完全な休
養をとることは難しいと推察される．チーム運営には学
生スタッフを含む TRやMGの存在が不可欠であり，そ
れぞれの役割に対する理解や尊重する姿勢がチームを構
成するメンバーには求められている（平井，2005）．しか
し，Mensch et al.（2005）は指導者やチーム関係者はチー
ムスタッフの詳細な業務内容までは理解していないこと
を述べており，同じチームスケジュール下においても選
手とチームスタッフの活動内容は異なることと合わせ
て，それに伴い心理的な疲労感も異なることを予測して
おく必要があると思われる．また，管理者は組織の環境
や適切な休養の取得，またはリフレッシュの方法などに
配慮をすることが，心身の負担を軽減するために有効で
あると述べているが（Eberman & Kahanov，2013），前本
ら（1997）は，周囲の者と積極的なコミュニケーション
を取り，良好な人間関係を築くことも気分・感情の改善
には有効であるとしており，単に身体を休めるだけでは
なく，他者との交流を図るような方法も有効であると思
われる．また，日常生活においても POMSによる陰性尺
度が高値を示す者には，時期に応じた声掛けや指導など
のアプローチ，また悩みを表出する場の提供が求められ
ているが（前本ら，1997），未だ具体的な方策は示されて
いない．今後は生活環境などにも配慮をしたうえで，適
切なアプローチの方法を検討する必要があると思われ
る．
その他，本研究においては F得点を除く４つの陰性尺
度得点および TMDに増加は認められず，また陽性尺度
である V得点に減少は示されなかった．過去の報告によ
ると，自身の活動に対する専心性および満足度を高める
ことや，活動における欲求充足により気分・感情は良好
な状態に保たれることが示されている（大浦ら，1987：
斉藤，1981）．本研究の対象となったチームは期間中の
練習や試合を予定通りに終えていたこと，また期間中の
強化試合も14勝６敗と大きく勝ち越しており，チーム目

標は概ね達成されていたことが窺える．また，チームス
タッフの業務においても夏季合宿期間を通じてトラブル
もなく，それぞれに与えられた役割を十分に果たしてい
たと思われ，これらによりチームスタッフ各自が一定の
達成感や満足度を得ていた可能性がある．本研究におい
ては，この点について検証は行なっておらず，予測の域
は脱しないが，自身の活動に対する満足度などが高まっ
たことが，F得点以外の下位尺度および TMDの変化を
抑制した要因であるかもしれない．
本研究では同一チームのスタッフを対象に合宿という
限られた期間のみを対象としたが，チームを構成するメ
ンバーや時期により，結果が異なることは大いに予測さ
れる．加えて，本研究では気分・感情に影響を及ぼした
詳細な要因までを検証するには至らなかった．今後は他
のチームや競技，または年齢や経験値別による検討，他
には縦断的調査や具体的な事例と気分・感情の関連性を
検討するなど，異なる観点からも検証し，より有益な情
報提供をしていきたいと思う． 

５．結論

本研究の目的は，チームスタッフを対象に夏季合宿期
間における気分・感情の変動ならびに，それらに性およ
び学年がどのような影響を及ぼすかについて検討をする
ことであった．その結果，以下の４点が明らかとなった．
１）…全ての下位尺度と TMD得点において，有意な交
互作用は認められなかった．
２）…性の主効果においては T-A得点，D得点，F得点，

C得点，TMD得点に有意な差が認められ，いずれも女性
の得点の方が高値を示した．
３）…学年の主効果においてはF得点とC得点に有意な
差が認められ，A-H得点に有意傾向が認められた．ま
た，F得点，A-H得点は上級生が高値を示し，C得点は
下級生が高値を示した．
４）…時期の主効果においては性および学年のいずれに
おいても F得点のみに有意傾向が認められ，１回目と比
較をすると３回目と４回目が高値を示した．
以上の結果から，夏季合宿期間中におけるチームス
タッフの気分・感情については，性や学年に関係なく，
疲労が経時的に高まることが明らかとなった．加えて，
夏季合宿期間中だけではなく，日常的に女性の気分・感
情は陰性傾向にあること，また上級生は怒り−敵意や疲
労が高まっており，下級生は混乱―当惑していることが
認められた．チームや組織を構成するにはチームスタッ
フの役割が重要であるが，その過程においては合宿期間
のみならず，日常から性および学年に応じた配慮とアプ
ローチが必要であると思われる．
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第 4専門分科会シンポジウム 

 

健康づくりの現場と研究 
 
演 者：松原 建史（㈱健康科学研究所） 
    山本 直史（愛媛大学） 
司 会：東恩納玲代（名桜大学） 
１．企画趣旨 

 健康づくりの現場では，科学的根拠に基づいた健

康づくりの実が必要であるまた，健康づくりの実践

で得られた知識やノウハウを蓄積し，さらに健康づ

くりの現場へ還元し，効果的に活用することが重要

である．そのためには，得られた知識やノウハウの

有効性を科学的に検証するための実践研究が望ま

れる．今回のシンポジウムでは，健康づくり支援を

行いながら研究を続けている，松原建史先生（㈱健

康科学研究所）と山本直史先生（愛媛大学）にご登

壇いただき，健康づくりの現場で行う研究について

現状と課題を明らかにし，健康づくりの現場におけ

る実践研究の方法や注意点についてフロアーとの

議論を深めることを目的とした． 

 

２．発表内容 

 松原先生には，「健康づくりの専門職能」の組織

を確立するという立場から，大学と比較して研究面

では様々な限界がある業務の中で，健康づくり支援

を常に研究的な視点でみつめ，事業の効果を科学的

に実証し改善を図るために取り組まれてきた内容

をご講演頂いた．はじめに，主な業務内容，会社理

念，契約の流れや仕組みをご説明頂き，業務委託や

指定管理で運営している施設での研究内容，地域で

行っている健康づくり事業についてお話を頂いた．

次に，企業経営のために契約を取り続けながら，施

設や教室の運営を行わなければならない状況で，期

待されている成果をだすために取り組まれている

研究をご紹介頂いた．自治体が健康づくり運動に期

待していることは，医療費や介護費の適正化，健康

寿命の延伸であるが，費用対効果を考えると健

康づくり事業は最初にやり玉にあがる分野であ

る．トレーニング室の運営費用や利用人数が懸

念される中で，医療費分析や健康づくりの脱ト

レーニングなどの研究をされているとのことで

あった．中でも，健幸たすきを隣の人につなげ

よう（チェーン・ウォーキング）の取り組みは

とても興味深かった．自主性・主体性を育み，

自立・自律を促すために，現場のニーズに対応

しつつ，長い目でみた支援の高度化を目指して

いくことが必要であるとされた． 

 山本先生には，「地域貢献」を一つの使命とす

る大学教員という立場から，地域貢献のみに注

力することができる環境ではない中で，健康づ

くり支援などの地域貢献を主とした活動への教

育と研究のリンゲージを模索するために取り組

まれてきた内容をご講演頂いた．はじめに，愛

媛大学社会共創学部の理念をご説明頂き，現在

連携を深めているＭ市シルバー人材センターを

フィールドとした活動についてお話を頂いた．

連携事業においては，現場担当者，参加者，そ

して研究者の想いの摺合せが重要であり，研究

者が望む全ての測定値を得ることは不可能であ

る．特に質問紙調査において研究者は「とりあ

えず聞いておこう」という項目も採択しがちで

あるが，交絡因子か中間因子を見極めることや

交絡因子の取捨選択によって必要最低限のデー

タの取得に留めることの必要性が説明された．

また，現場との関わりによって生まれたアイデ

ィアを論文化していくためにご自身が取り組ま
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れた量的・質的研究のプロセスについて解説があっ

た． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講演の中で終始，現場の邪魔にならないように細く，

長く，緩やかに研究をすすめていくことの重要

性を強調された点が印象的であった． 



７．第５専門分科会シンポジウム
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８．研究推進委員会企画テーマ１
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９．研究推進委員会企画テーマ２
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14．メンタルトレーニング・セミナー
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九 州 体 育 ・ ス ポ ー ツ 学 会

第 67 回 大 会 報 告
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九州体育 ･ スポーツ学会　第67回大会報告

大会実行委員長　宮　林　達　也（熊本学園大学）

　2018年９月15日（土）から16（日）の２日間，熊本学園大学（熊本市）を会場として，九州体育・スポーツ学会第67
回大会が開催された．以下に大会の模様を報告する．

１ ．日　程

２．総　括
　今回の大会開催に向け，１年前から熊本県内の大学体育教員を中心とした実行委員会組織を立ち上げ，７回の会議を
開催し準備を進めた．また，昨年12月に企画委員会との合同会議を行い，今大会より会期が２日間となったため，２日
目に昼休みを設けずトピック・セッションを組み込むこととした．
　大会当日は，初日（15日）の受付より139名の受付が有り，２日間の大会参加受付は合計で187名であった．また，各
セッション等を含む発表演題数は90演題であった．
　会期が２日間に短縮されたことならびに直近に関連する学会が２大会開催されたことで，参加者の動向が懸念された
が，演題数はここ数年より若干少なかったものの各会場では活発な議論がなされ，有意義な学会大会であったと思われ
る．
　今学会大会にあたり，ご支援いただいた学会事務局，理事会ならびに情報提供いただいた前大会の実行委員の関係者
に感謝いたします．また，ご多忙の中，今大会のために時間を割いていただいた県内実行委員ならびに大会スタッフの
協力により無事学会大会閉会を迎えることができましたことに，この場を借りて御礼申し上げます．

　なお，今大会の運営での改善点ならびに今後の検討課題について以下にまとめる．
・…事前申し込みによる参加登録を，大会実行委員会ではなく学会事務局に行う会員が10数件あった．また，機関紙掲載
用抄録が学会事務局ではなく大会実行委員会に送るケースもあった．申し込み先や資料の送り先を周知徹底する必要

９月15日（土）（１日目）
８：30～
８：30～９：40
10：00～12：00
12：00～13：10
13：10～14：20
14：30～16：30
16：40～17：40
18：00～20：00

受付
理事会
一般研究発表（口頭発表）
昼休み・会議（若手優秀発表賞選考関連会議）
特別講演
全体シンポジウム
総会
全体情報交換会

９月16日（日）（２日目）

８：30～
９：00～10：00

10：10～12：10
12：20～13：20
13：30～15：30
15：40～17：40

17：40
17：50～

受付
研究推進委員会企画セッション，スチューデント・セッション，ラウンドテーブ
ル・ディスカッション
専門分科会シンポジウム（総会含む）
トピック・セッション
一般研究発表（口頭発表・ポスター発表）
メンタルトレーニング・セミナー，「九州地区大学体育連合」・「九州体育・ス
ポーツ学会」合同企画
学会大会終了
九州地区大学体育連合理事会
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があると考える．
・…事前に学会事務局と会員名簿の確認を行ったものの，大会プログラム送付先不明による返送が10件ほどあった．さら
に大会当日プログラム未到着の申し出もあった．会員の登録住所や在籍状況確認の強化が必要であり，同時に大会当
日会委員の応報を速やかに確認できる体制の構築が必要と考える．
・…参加費，特に特別共同発表者について十分に理解されていないと思われる．この点について周知が必要であると同時
に，特別共同発表者の範囲について今後検討の必要が有るものと思われる．
・…今大会においても当日参加が多く（今大会81名）大会準備の点からも事前登録の推奨他必要であると考える．
・…今大会から２日間の会期となったため，２日目の昼食時間帯のトピック・セッションをランチョンセミナーとして開
催する予定であったが，周知不十分で参加者に十分伝達できていなかったものと思われる．

九州体育・スポーツ学会第67回大会　報告

内　　　　容 演題数
一般発表 口頭 26

ポスター 27
合　計 53

月　日 内　　　　容 参加者数
９月15日 受付 139

口頭発表（第１分科会） 10
口頭発表（第２分科会） 15
口頭発表（第３分科会） 23
口頭発表（第４分科会） 10
口頭発表（第５分科会） 10
特別講演 83
全体シンポジウム 85
総会 51

９月16日 受付 48
研究推進委員会企画セッション 16
スチューデント・セッション 10
ラウンドテーブル・ディスカッション 23
専門分科会シンポジウム（第１分科会） 16
専門分科会シンポジウム（第２分科会） 16
専門分科会シンポジウム（第３分科会） 30
専門分科会シンポジウム（第４分科会） 18
専門分科会シンポジウム（第５分科会） 13
トピック・セッション１ 27
トピック・セッション２ 23
トピック・セッション３ 10
一般口頭発表（第１分科会） 16
一般口頭発表（第３分科会） 17
ポスター発表 100
メンタルトレーニング・セミナー 8
「九州地区大学体育連合」・「九州体育・スポーツ学会」合同企画 9

学会参加者合計 187
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九州体育・スポーツ学会大会　発表演題数の推移（２00９年〜２0１８年）

ー（

）

（

） ー ー ー ー ー

58 2009 66 29 37 32 34  1 3 
4 
2,4 8 1 4 2 2 3 9 92 

59 2010 59 27 32 27 32  1 3 
4 
2,4 10 1 3 2 4 1 3 82 

60 2011 80 48 32 50 30  1 4 
4 
2,4 8 1 2 1 1 -  95 

61 2012 59 32 27 44 15  1 3 
4 
2,4 10 1 2 1 2 -  76 

62 2013 94 34 60 59 35  1 3 
4 
2,4 8 1 2 1 2 3 11 120 

63 2014 76 36 40 49 27 1 1 3 
4 
2,4 7 1 1 1 3 4 11 102 

64 2015 74 34 40 39 35 1 1 4 
4 
2,4 9 1 3 1 1 8 15 107 

65 2016 88 39 49 60 28 1 1 3 
4 
2,4 7 1 3 1 1 9 19 122 

66 2017 70 38 32 50 20 1 1 3 
4 
2,4 12 1 2 1 3 5 12 103 

67 2018 53 26 27 35 18 1 1 3 5 14 1 3 1 2 6 14 90 
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九州体育・スポーツ学会事務局ニュース（2018年度第１号）

九州体育・スポーツ学会事務局

2018年度第２回　総務委員会議事録

日　時：平成30年９月14日（金）16時～18時
場　所：熊本学園大学　11号館３階113C教室
出席者：磯貝会長，杉山副会長，斉藤副会長，檜垣副会長，高瀬理事長，宮内事務局長，日高庶務担当，
　　　　宮林実行委員会委員
欠席者：正野事務局会計担当

磯貝会長挨拶

【報告事項】
１．大会企画委員会
… … 特になし．
２．研究推進委員会
… … 杉山委員長より，若手優秀発表賞審査にかかわり，審査員の選定と書類審査の依頼をしたことが報告された．
３．編集委員会
… … 特になし．
４．事務局
… …… 宮内事務局長より，会員からの要望により大会プログラムを HPへアップしたこと，および，抄録原稿を事務局に
提出してもらうことになっていること（９月14日が締め切り）などが報告された．その際，一般発表抄録は事務局に
提出するが，企画発表抄録は企画委員会が担当者に原稿依頼して編集委員会へ提出することが確認された．
５．会員動向
… …… 日高事務局庶務担当より，資料に基づき会員の動向が報告された．会員数は微増で，心配された会員数の急激な減
少は見られなかったが，会費納入率は56％にとどまっていることが報告された．
６．第67回学会大会の準備状況
… … 宮林大会実行委員会より，事前参加申込者122名であることをはじめ，大会準備状況について報告された．
７．日本体育学会地域協力学会連絡会議報告
… …… 高瀬理事長より，日本体育学会地域協力学会連絡会議に参加した際の報告がなされ，協力学会の会員減少について
話題になったことなどが紹介された．
８．その他
… … 特になし．

【議事】
１．大会事前打ち合わせについて
… …… 各セッションの写真を撮ることについてや，使用教室の確認が行われ（11号館と14号館，７号館）た．また，緊急
連絡先（府内先生の研究室にかけると携帯に転送される）についても確認された．
２．機関紙投稿規定について
… …… 檜垣委員長より，資料に基づいて，投稿規定の一部改正について，日本体育学会の投稿規定が文字数からページ数
に変更があったことを受け，それに合わせるようにしたいことの提案がなされ，承認された．
… …… 付則には，前回改定の日付も入れることが確認された．
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３．功労賞，名誉会員
… …… 名誉会員は，連絡のついた方で，本人の承諾のあった４名のみを理事会に提案することが承認された．
４．国際体育・健康・スポーツ科学会議2020横浜への参画について
… …… 高瀬理事長から資料に基づいて説明がなされ，学術企画委員として参画することについて意見が求められ，審議の
結果，理事会で希望者等を募ることとなった．
５．理事会議事確認
… …… 理事会の議事の確認がなされた．
６．第68回大会の会場大学と開催日程について
… …… 斉藤企画委員長より資料に基づいて説明がなされ，現在までの状況が確認された．その上で，第68回大会は鹿児島
大学を会場に，鹿児島国際大学を主管として開催されることが承認された．
… …… また，再来年以降の大会についても意見交換され，第69回大会は沖縄，第70回記念大会は福岡，71回大会は宮崎を
開催県とすることが理想的であるなどの意見が出された．
７．その他

2018年度　理事会議事録

日　時：2018年９月15日（土）8：30～
場　所：熊本学園大学
出席者：……磯貝会長，斉藤副会長，杉山副会長，檜垣副会長，高瀬理事長，宮内事務局長，池上理事，下園理事，高柳理

事，熊谷理事，田原理事，西田理事，東恩納理事，宮林理事，瀧理事，森理事，伊藤理事，中島理事，山口理
事，日高事務局庶務担当

欠席者：兄井理事，高原理事，田中理事，正野事務局会計担当

磯貝会長挨拶
宮林大会実行委員長挨拶

【報告事項】
１．2017年度～2018年度活動報告
… １）総務委員会報告
… … …… 高瀬理事長より，口頭にて，2018年３月に2017年度第３回総務委員会，７月に2018年度第１回総務委員会を開催

し，主として大会開催にともなう具体的事項について議論したことなどが報告された．
… ２）大会企画委員会報告
… … …… 斉藤委員長より，口頭にて，大会成功に関して協力をお願いしたい旨のお願いと，来年度の大会会場校が決定し

たことが報告された．
… ３）研究推進委員会
… … …… 杉山委員長より，口頭にて，研究助成，論文賞，について総務委員会で議論したことの報告と，優秀発表賞の審

議の依頼があった．
… ４）編集委員会報告
… … …… 檜垣委員長より，口頭にて，32巻１号と２号の発刊をしたことの報告があった．ならびに，次号の機関誌に掲載

する２編の論文を受理したこと，および，現在４編を査読中であることが報告された．
… ５）事務局報告
… … …… 宮内事務局長より，大会号プログラムを HPにアップしたこと，および，一般発表の機関誌抄録原稿の提出が昨

日で締め切られたことの報告があった．理事からは昨年度の抄録がアップされていないことが指摘され，確認後対
応することとなった．

… ６）その他
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… … …… 特になし
２．会員動向
… …… 日高事務局庶務担当より，資料に基づき説明があり，会員数の状況が報告された．昨年から増加が認められたが，
年会費の納入率は56％にとどまっていることが報告された．
３．日本体育学会地域協力学会連絡会議報告
… …… 高瀬理事長から，口頭にて，日本体育学会地域協力学会連絡会議に参加したことの報告がなされ，地域学会への補
助金は一般配分のみになるため減額になるこや，2020年の日本体育学会は開催されないこと，国際体育・健康・ス
ポーツ科学会議2020横浜が開催予定であることなどが報告された．
４．その他
… …… 特になし．

【議題】
１．学会賞（奨励論文賞）について
… …… 杉山委員長より，資料に基づいて，選考経過および結果について報告がなされた．優秀論文賞は該当なし，奨励論
文賞として１件が提案され，原案どおり承認された．
２．研究助成について
… …… 杉山委員長より，資料に基づいて，総務委員会における審議結果として，人文科学分野から１件，自然科学分野か
ら１件を推薦したい旨が報告され，審議の結果，提案どおり承認された．
３．若手優秀発表賞について
… …… 杉山委員長より，若手優秀発表賞の選考委員に評価を依頼済みであること，午後の総務委員会を経て理事会で決定
することが確認された．
４．機関紙の編集
… …… 檜垣委員長より，次号の内容及び発刊次期についての報告の後，大会報告の締め切りを10月中旬とし，大会企画委
員長に提出するという手順が提案され，承認された．
５．機関紙投稿規程について
… …… 檜垣委員長より，資料に基づいて，編集委員会での検討を経て，総務委員会で審議されたことが報告され，「規定」
ではなく「規程」の字句の統一及び，ページ数の緩和について提案され，原案のとおり承認された．
６．功労賞について
… …… 高瀬理事長より，功労賞を３名の方に贈呈する案が提案され，原案のとおり承認された．なお，役職の在任期間を
｢期｣ ではなく ｢年｣ に変更して資料を残すことが確認された．
７．名誉会員について
… …… ４名の方を名誉会員として推薦することが提案され，承認された．
８．2017年度会計決算について
… …… 宮内事務局長より資料に基づいて説明がなされ，原案のとおり承認された．
９．2019年度事業計画について
… …… 宮内事務局長より資料に基づいて説明がなされ，承認された．ただ，学会誌の返送について質問があり，名簿の整
理の必要であることが指摘された．
10．2019年度予算案について
… …… 宮内事務局長より資料に基づいて，説明がなされ，助成金の減額についてや大会企画補助金についての議論はあっ
たが，原案通り承認された
11．国際体育・健康・スポーツ科学会議2020横浜における本学会の学術企画委員会としての参加について
… …… 磯貝会長より資料に基づいて説明がなされ，総務委員会での審議の経過が報告された．それを受けて，理事会とし
ても，参加を見送ることで意見の統一を見たが，状況によって再検討の必要性が出てきた場合にはメール会議で検討
することが確認された．
12．第68回大会の会場大学と開催日程について
… …… 磯貝会長より資料に基づいて説明がなされ，2019年８月31日（土），９月１日（日）に鹿児島大学を会場に，鹿児島
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国際大学を主管として開催することが承認された．
… …… また，2020年は沖縄で開催することも確認された．
13．その他
… …… 特になし

2018年度　九州体育 ･スポーツ学会総会議事録

日　時：平成30年９月15日（土）16時40分～17時40分
場　所：熊本学園大学　14号館　高橋守雄記念ホール

挨拶
　宮林大会実行委員長挨拶
　磯貝会長挨拶

【報告事項】
１．2017年度～2018年度の活動報告
… １）総務委員会報告：高瀬理事長
… … …… ３月，７月，昨日開催された総務委員会において審議してきたことを本日の総会で提案したいとの報告があった．
… ２）大会企画委員会報告：斉藤大会企画委員長
… … …… 大会企画委員会において大会企画をはじめ，準備・運営を行ってきたことや90演題の発表があったこと及び，来

年度の大会にむけて準備を始めたことなどが報告された．
… ３）研究推進委員会報告：杉山研究推進委員長
… … …… 学会賞（論文賞）の選考，若手優秀発表賞の選考，研究助成にかかわる選考等を行ったことが報告された．
… ４）編集委員会報告：桧垣編集委員長
… … …… 論文投稿について査読者へのお礼が述べられた．
… ５）事務局報告：宮内事務局長
… … …… 必要に応じて情報発信を行ってきたこと，及び，発表抄録の提出の依頼があった．
２．会員動向：事務局（日高庶務担当）
… …… 日高事務局庶務担当より，資料に基づき説明があり，会員数の状況が報告された．昨年から増加が認められたが，
年会費の納入率は56％にとどまっていることが報告された．
３．学会賞（奨励論文賞）について：杉山研究推進委員長
… …… 選考委員会，総務委員会，理事会を経て，優秀論文賞は該当なし，奨励論文賞には加藤氏らの論文「砲丸投・回転
投法における投てき者−砲丸系の運動量と砲丸の初速度との関係」に決定したことが報告された．
４．研究助成について：杉山研究推進委員長
… …… 選考委員会，総務委員会，理事会を経て以下の２件が決定したことが報告された．
	〈人文社会科学分野〉
… … 研究代表者：西田明史（西九州大学短期大学部）
… … 研究テーマ：「子どもの行為に基づいた運動遊び展開モデル」を媒体にした保幼小接続に関する事例研究
	〈自然科学分野〉
… … 研究代表者：村上光平（鹿屋体育大学大学院博士後期課程）
… … 研究テーマ：高校体育授業における投動作改善を目的とした授業実践―ICTを用いた即時フィードバックの効果検証―
５．若手優秀発表賞：杉山研究推進委員長
… …… 選考委員会，総務委員会，理事会での審議を経て，川村若菜（福岡教育大学大学院）氏に決定したことが報告され
た．
６．機関誌の編集について：桧垣編集委員長
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… …… 投稿数が増加してきたこと，及び，平成30年11月に33巻１号を発刊予定で，すでに原著論文２件が受理済みである
ことが報告された．
７．機関紙投稿規定について：檜垣編集委員長
… …… 投稿規定の改正について総務委員会及び理事会で審議したことが報告された．
８．功労賞について：高瀬理事長
… …… 功労賞について，総務委員会で対象者を選定し，理事会において，則元志郎先生（熊本大学）， 飯干明先生（鹿児島
大学），中川保敬先生（熊本大学）の３名を功労賞として表彰することについて決定されたことが報告された．
９．名誉会員について：高瀬理事長
… …… 名誉会員に関する規定にもとづいて総務委員会で選定し，瀬戸口照夫先生，福本敏雄先生，岡田猛先生，平田哲史
先生の４名を，名誉会員とすることが理事会で決定したことが報告された．
10．日本体育学会地域協力学会連絡会議報告：高瀬代議員
… …… ６月と８月に行われた地域協力学会連絡会において，他地域の学会の状況を確認したことや，補助金の減額，2020
年の国際会議の開催等について話し合われたことが報告された．

【議題】
１．2017年会計決算について
… …… 宮内事務局長から資料に基づき説明がなされ，その後，大石監査より，適正に管理運営されていたことが報告され，
一般会計，特別会計ともに原案通り承認された．
２．2019年度事業計画について
… …… 宮内事務局長より資料に基づき説明がなされ，原案通り承認された．
３．2019年予算案について
… …… 宮内事務局長より資料に基づき，一般会計，特別会計について提案がなされ，原案通り承認された．
４．機関誌投稿規程について
… …… 檜垣委員長より，改正の理由や検討経過が説明されたあと，｢規程｣ に統一したい旨の提案がなされ承認された．ま
た，投稿ページ数の上限の緩和について，検討経過の説明の後，文字数ではなくページ数とすることが提案され，原
案のとおり承認された．
５．国際体育・健康・スポーツ科学会議2020横浜（仮）における本学会の学術企画委員会としての参加について
… …… 会長より，資料に基づき説明がなされ，総務委員会，理事会での審議経過が報告され，学会としては積極的に取り
組む必要はないということで承認された．
６．第68回大会の会場大学と開催日程について
… …… 斉藤企画委員長より，次回大会についての進捗状況が説明され，会場を鹿児島大学，主管校を鹿児島国際大学とし
て開催すること，及び，2019年８月31日（土），９月１日（日）の日程で計画中であることが提案され，承認された．
また，次期大会実行委員会の西谷先生から挨拶があった．
７．その他
… …… 会員から，発表抄録が補遺版のみで冊子になっていないことについて問題提起があり，再び冊子化することの是非
について意見交換がなされ，冊子化することの意義や，コスト面から電子化することの必要性等の意見が出されたが，
総務委員会で検討することとなった．
… …… 70回記念大会も近くなってきたので，記念誌作成についての検討を始めることの必要性が指摘された．また，記念
大会の開催県の順番については議論を始めていることが会長より報告された．

【表彰】
… …… 功労賞，奨励論文賞，若手優秀発表賞，開催大学の熊本学園大学に対して表彰が行われた．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
◆九州体育・スポーツ学会第6８回大会について◆
… …… 2019年度の学会大会は，鹿児島大学を会場として開催されます．会期は2019年８月31日（土），９月１日（日）とな
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る予定です．多くの方の参加をお待ちしています．

◆会費納入について◆
… …… 日本体育学会会員の会費は自動引き落としになっていますが，本学会のみの会員の会費は個別に振り込んでいただ
くことになっています．本年度会費をまだ入金されていない方は，早急に下記の学会口座まで振り込みをお願いしま
す．
	〈新振込先〉
… …【ゆうちょ銀行からの振り込みの場合】
… … … 郵便振替番号：17310-21783811
… … … 加入者名：九州体育・スポーツ学会
… …【他の金融機関からの振り込みの場合】
… … … ゆうちょ銀行 口座名：九州体育・スポーツ学会　店番：七三八（読み　ナナサンハチ）　店名：738
… … … 預金種目：普通預金 口座番号：2178381

◆会員情報の変更について◆
… …… 所属の移動や転居などに伴い，会員登録情報に変更のあった方は速やかに学会事務局までメールにてご連絡くださ
い．変更手続きは基本的にメールで行っています．また，退会される場合もご連絡ください．会員情報の調査・整理
作業の必要性が指摘されております．特に卒業、修了後の学生を対象とした情報を把握したいと考えておりますので，
ご協力のほどよろしくお願い申し上げます．



「九州体育・スポーツ学研究」投稿規程

１．本誌への投稿は，共同研究者も含め原則として九州体育・スポーツ学会会員で，年度会費納入者に限る．但し，編集委

員会が必要と認めた場合には，会員以外にも寄稿を依頼することがある．

２．投稿論文の種類は，総説，原著論文，実践研究，研究資料，短報，研究上の問題提起のいずれかとし，他に投稿中でな

いものに限る．

３．投稿論文の掲載可否および掲載時期については，編集委員会において決定する．

４．本誌に掲載された論文の著作権は，九州体育・スポーツ学会に属する．

５．ヒトを対象とする研究は，ヘルシンキ宣言の精神に沿ったものでなくてはならない．

  （「http://www.med.or.jp/wma/helsinki.html」参照）

６．原稿の作成は下記の要領による．

 １ ）原稿の表紙には，（1）題目，（2）その論文の内容が主として関係する研究領域，（3）総説，原著論文，実践研究，研

究資料，短報，研究上の問題提起の別を明記する．

 ２ ）和文原稿と英文原稿のいずれも，ワードプロセッサーで作成し，A４版縦型横書き，40字30行とする．フォントの大

きさは10.5ポイントとし，英文および数値の表記には半角を使用する．なお，計量単位は，原則として国際単位系（SI

単位系）とする．

 ３ ）和文原稿には，別紙として，英文による題目と抄録（300語以内），５語以内のキーワードを添える．さらに，抄録の

和文訳と和文キーワードを添付する．

 ４ ）英文原稿には，別紙として，和文による題名と抄録（600字以内）を添付する．

 ５ ）本文，注記，文献，図表の規定ページ数は，原則として，総説30頁以内，原著論文，実践研究，研究資料25頁以内，

短報，研究上の問題提起7.5頁以内とする．題目，著者名，所属機関，キーワード，英文抄録及びその和訳については，

上記のページ数の上限に含めない．規定ページ数を超過した場合や特殊文字の印刷を必要とする場合は，その実費を投

稿者が負担する．

 ６ ）図や表には，通し番号とタイトルをつけ，本文とは別に番号順に一括する．図表の挿入箇所は，本文原稿の行間に，

それぞれの番号を朱書きして指示する．挿図は，図中の文字や数字が直接印刷できるように，原則として白黒で鮮明に

作成する写真は原則として白黒の鮮明な画面のものとする．なお，カラー図表や写真などで特別な費用を要した場合に

は，その実費を投稿者が負担する．

 ７ ）文中での文献の記載は，原則として著者・出版年方式（author-date method）とする．また，引用文献は，本文の最後

に著者名の ABC順に一括し，定期刊行物の場合の書誌データの表記は，著者名（発行年）論文名，誌名巻（号）：ペー

ジの順とする．詳細は，（社）日本体育学会「体育学研究」の「投稿の手引き」に準ずる．

  （（社）日本体育学会ホームページ「http://taiiku-gakkai.or.jp」を参照）．

 ８ ）提出する原稿は PDFファイルにし，図表および写真（以下，図表等）は，原稿の最後にまとめて挿入するか，別途，
PDFファイルにする．なお，図表等が多い場合には，複数のファイルに分けて投稿してもよい．

 ９）提出する原稿は，公正な審査を期すため，謝辞および付記等は原稿受理後に書き加えることとする．

７．掲載論文の別刷りは，所定の部数を寄贈するが，それ以上の部数を希望する者は，著者校正の際，その必要部数をゲラ

刷りの表題のページに明記する．この場合の実費は全額投稿者負担とする．

８．原稿と図表等のファイルは，九州体育・スポーツ学会事務局に Eメールで送付する．なお，Eメールには，氏名，所属

機関，連絡先を明記する．

   〒889-2192　宮崎県宮崎市学園木花台西1-1　宮崎大学教育学部内

         九州体育・スポーツ学会事務局　担当　日高正博

   Eメールアドレス : kyutai.office@gmail.com

付　則

 本規程は、2008年８月31日より施行する。

 （2018年９月15日一部改正）

編　集　後　記

九州体育・スポーツ学研究第33巻第1号をお届けします．会員の皆様におかれましては本誌に積極的に論文投
稿をいただきましたこと，厚く御礼申し上げます．今後も，皆様のご研究の成果を本誌より広く発信いただけま
すよう，よろしくお願い致します．
さて，本号に新しい投稿規程を掲載させていただきました．前編集委員会より継続審議しておりました投稿規
程について，見直しを進めて参りました．本学会の会員より，「人文・社会学系の論文について，現行の文字数で
は一定の質的レベルで完結させるのが困難なため，体育学研究と同様に原稿文字数の上限の緩和をお願いした
い」との要望を受け，編集委員会および総務委員会で検討した結果，体育学研究の投稿規程，投稿の手引き，お
よび論文掲載費の算出方法を参考に文字数を変更いたしました．詳細は表紙の裏に掲載しております投稿規程を
ご確認いただければ幸いです．
最後に，教育・研究そして大学運営などお忙しいところ，査読をご担当いただいた先生方には，迅速な対応を
いただきました．ここに，深く感謝申し上げます．
 （Y.H.）

編 集 委 員 会
　　　  檜　垣　靖　樹（委員長）　 伊　藤　友　記　　　 山　口　幸　生　　　 田　中　　　守
　　　  中　島　憲　子
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